
























































































































i183）農業保存食料品76 33，690 4，0987346β325，0127276，954 6，633
141製　　　糸　　　業一 ｝ ｝ 8032，690 2，95680 43，320 3，333
192その他の食料品81 59，68白5，297｝ 『 一 一 一 一
（lll）ね・綴嫉62 23，640 4，6425933，360 4，77259 63，0946，211
??????????
（轟織　物　業 7642，6335，1268464，733 5，869一 一 一
（鵬…　製造業 76 23，230，6617219，298 3，98370 7，0954，681
（描綱・綱製繰 80 30，8014，20675 32，453 5，81977 3，632 6，995
148レース・繊維雑品
i208）製　　　　造　　　業60 32，1344，9445730，123 6，64760 48，888 8，519
（lll）外衣製造業71 1L2142，68070 11，1853，097020，3893，918
（品・・ツ・川州蘇 73 10，3342β1676 13，0942，62077 17，9233，579
温帽子製造業 73 12，828L95081 28，8796，18150 19，5414，985
?????????????
154轟轟讐翻撫一 ＿　eノ 一 55 4，8115，78576 19，9816β28
155その他の衣服・繊維
i215）身の回り品製造業68 8β752，58563 7，773 3，28959 18，266 4，156
159その他繊維製造品
i219）製　　　造　　　業58 30，575 4，7196235，067 6，7536687，5967，091
161製材業・木製品












ｽ均値の70％ A B C A B d’ A B C
業種 87108，5105β0985131，4876，79586214β239，180
231家　具　製　造　業7732，056，671一 一 一 ｝ 一 一
?????????
（lll）宗教鵬襲業54 9，034，47953 7，1395，5825435β96 6β72
（鵜建具製造業 48 13，8894，4596525，7115，8576278，482 8，792





i255）印刷物加工業68 51，1294，8456843，0406，512一 一 一????
（鍋鰍・豆炭蝿業 60 33，1455，01951 29，8306，334723，1756，640
291なめし革製造業8633，659，324一 一 一 一 一 ｝
242工業用革製品製造業｝ 一 一 　 一 一 5029，198 5，469
243革製履物用材料i293）同付属品製造業61 12β42，64158 19，640 2，77960 27，0243，683
??????????????
（244Q94）革製麟擁業8421，4154，794一 一 一 80 33，8237，203
論かばん製造業 57 13，208 4，10856 工2，6895，5745965，794 6，948






257建設用粘土製品i303）製　　　造　　　業59 48，243，6595867，7136，483一 『 一
式金???
（錨銀脇門蝿業 6250，556，2396467，1966，501一 一 一
345装身具・装飾品・ボ
i395）タン同関連品製造業7957，4725，0057852，5645，9597546β197，969製そ????






























































































































B 24．1 7．7 7．5
C 1．6 2．4 2．3




B 17．7 28．3 14．9
C 3．6 4．0 3．3
自　動　車







B 73．6 73．6 68．8
　　77．3％二輪自動車
@　96．4％

























































B cM A X
　第1図において，縦軸Yは価格および費用を，横軸Xは数量を測ってい
る。D。D。「，DiD1「は産業全体の需要曲線，　P。P。’，PiP1’は（平均）
費用曲線，d。d。’，d，d，’，d2d2’，は個別の企業が認知する主観的需要
曲線であるとする。d。d。’がD。D。’よりも勾配がゆるやか（より弾力的）
である理由は，個別の企業が単独値下げをした場合，他の企業もそれに追随
はするが，当該企業は意図的に販売を拡大できるからである。けだし，この
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ばあい独占的要素があるためである。d。d。’は点Hを通過している。出発
点は，費用曲線P。P。’がD。D。’と点Hで接する，いわば利潤ゼロの均衡点
のところである。それでも，点Hは比較的に高い費用と高い価格で特徴づけ
られる。この状態は，独占的競争が行き着く最終均衡点のように見える。先
に，独占的競争に似た市場と言ったが，実は疑似独占的競争といえるもので
ある。どこが疑似かといえぽ，最終的な均衡点は，接点Hで達成されず，参
入はまだまだ続くのであり，企業をしてゼロの利潤からマイナスの利潤へと
駆り立ててしまうのである。これが，まず低利潤を引き起こす（正常利潤も
得られない）理由となる。参入がうち続いて起こるために，D。D。’は
DlD1’へと左方シフトする。参入が継続的に起こる背景には，費用曲線の
下方低落がある。したがって，費用曲線も，PlPl’へと下方シフトする。費
用曲線が低落するために，マイナスの利潤は回復し，利潤ゼロの点Qに到達
する。この点Qでは，d。d。’が通過しているが，費用と価格は点Hの場合よ
りもむしろ高い。しかし，もちろん事態はここで終了するわけではない。
　次に，プラスの利潤を目当てに企業は価格引き下げの行動にでるだろう。
d。d。’は，　d，dltへ下方シフトする。点」は，　dld1’上にある。たとえ
ば，価格がCJまで下がったとすれば，生産量はOCである。点Jは，シフ
ト後の費用曲線PlPl’上の点1よりも下にあるから，損失がでる。しかし，
一つの脱出路がある。PIP1’に沿って，価格をA：Rまで切り下げることで
ある。点Rは，d，dl’とPiPi’と（あ接点となっているから，点Rに到達す
れば，利潤はゼロにまで回復する。点Rは，シフト前の需要曲線D。D。’上で
選択可能であった（もちろん，この点は選ばれなかった）点であった。実際
には価格はシフト後のDID∬上で行われるから，最終的には点Kが選ばれ
る。点Kでは，損失が発生している。損失は，以前にもまして大きくなって
いる。このとき，生産量の規模は，OAと比べても小さい。　dld1’は，
d2d2’へ下方シフトする。点Kは，最終的に落ち着く点のように見える。
しかし，この点は利潤ゼロの点でもなく，不安定な点である。さらに，企業
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が費用曲線を低落させるのでなければ，この点は不安定でありつづける。非
集中産業における，まさに泥沼的な過当競争がこういう形で維持されてし一ﾜ
う，といえる。一層の，平均費用の引下げは容易にできるものではなく，限
度がある。点K：のような点は，実質は不安定な点であるが，見かけはこれ以
上に進行することが容易でないといった，疑似均衡点になっているのであ
る。
6　寡占産業における過当競合の理論化について
　寡占下における過当競合の理論は，ある意味でいえば，非集中産業におけ
る過当競争の場合よりも単純明快であるといえる。D．パティンキン（6＞が最
初に示し，熊谷ωが心術し示唆したように，寡占産業で特有にみられる，合
法的な「カルテルの傘の下における設備（プラント）投資競争」で説明でき
る。われわれの呼び名に直ぜば．「カルテル下の設備投資競合」である。カル
テル下にある企業の価格政策の目的は利潤最大化であること，および参入は
許されており，企業のフ．ラントの増設は各企業の自由な意思決定に任される
ことが前提になる。カルテルは，与えられた生産量を生み出すための費用を
最小化するような方法で，設備（プラント）投資を意企業間に割り当てるも
のである。そのことによって，企業のプラント増設による費用曲線の変化に
着目することが論点となる。第2図において，縦軸Yは価格および費用を，
横軸Xは数量を測っている。DDD。’は産業全体の需要曲線，AC。，AC。は
（平均）費用曲線である。MCm，　MC。は限界費用曲線である。点H：で，
D。D。tとACmは接している。下付きのmやnは，プラントの数を表してL・
（6）　Patinkin，　D，，　“Multiple－Plant　Firms，　Cartels　and　lmperfect　Competition”，　QJE，
　Feb，　1947，　pp，　173－205．
（7）熊谷尚夫「経済理論からみた過当競争」，rリーディングス・日本経済論　産業組織』
　第1章　4，馬場正雄／田口芳弘編，日本経済新聞社，昭和45年。
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る。なお，n＞mである。産業全体が問題であるから，平均費用曲線や限界
費用曲線は，個別のプラントについての曲線を集計したものとして描かれて
いる。フ．ラントの数の増加が既存企業の増設であっても，それとも参入企業
の新設であってもどちらでもよい。
第2図
Y Do
1
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J AC
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MR X
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　さて，出発点として，当初のプラソトの数がmであったとする。プラソト
数lnに対応した費用曲線は，それぞれAC。，　MCmで表されている。　MR
は，D。D。’に対応した限界収入曲線である。利潤最：大点は，点Kで示され，
そのときの価格はBI，平均費用はBJとなり，極めて高い。生産量はOB
となる。大きな利潤が発生している。この利潤はフo一ルされるが，各企業に
対して，企業の持つプラント数に比例して分配される。これが，カルテルの
ルールである。企業はこの利潤の分け前を増やす目的で，互いに競合し，現
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存以上のプラントの増設を企てるであろう。フ．ラント数は増加して，nに
なったとしよう。プラントが増えると，平均費用は継続的に上方シフトを引
き起こし，限界費用は継続的に右方シフトを引き起こす。最終的に，それぞ
れAC。，　MC。にまでシフトしたとする。このときの利潤最大点は点しで示
される。価格と平均費用はともにCHとなる。生産量は，　OCである。点H
では，DDD。’とAC、とが接しているため，利潤ゼロの点であり，最終均衡
点である。この均衡点では，フ．ラント数の過多，高費用，高価格によって特
徴づけられる。さらに，この均衡点では，プラント数が過多となるため，各
プラントの操業度が低下すること，および，各企業にとって高利潤は恒久的
なものではなく，やがては低利潤に見舞われることが指摘できる。
　なお，長期でみれば，需要曲線D。DG’は，つねに右方へ需要増大する傾向
をもつと考えられ，また平均費用曲線は企業による費用引き下げ努力のた
め，下方シフトの傾向を示すだろう。その考えうる帰結は，利潤最大化（利
潤ゼロ）を保ったまま，費用，価格はCHよりも小さくなるであろう（第2
図には描かれていない）。つまり，価格の引き下げ競合が起こる可能性が高
い，と言える。寡占産業で起こる価格変更は，価格引き上げが典型的なもの
でなく，むしろ価格引き下げにおいて競合が起こりやすいからなのである。
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